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1特別管理産業廃棄物の概要

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（廃掃法）

の改正により，爆発性・毒性・感染性・その他の人の

健康又は生活環境に係わる被害を生ずるおそれがある

性状を有する産業廃棄物が特別管理産業廃棄物に指定

された。特別管理産業廃棄物の種類喜蓑1に示す。従

来の有害産業廃棄物は特定有害産業廃棄物の一部とL

て特別管理産業廃棄物に組み入れられ，新たに揮発性

廃油，腐食性をもつ廃酸・廃アルカリ，感染性廃棄軌

廃石綿等が加えられた。また，特定有害廃棄物の判定

に係る有害物質は従来の最終処分判定基準物質に加え

てジクロロメタン，四塩化炭素等の揮発性物質9種，

チオペンカルブ等の農薬3種およびセレンが規制物質

に指定され，鉛及びひ素については基準値が引き下げ

られた。

これらの産業廃棄物は，排出から処理・処分まで取

扱いに注意が必要な廃棄物であり，排出者は特別管理

産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，排出した

廃棄物が適正に処理一処分されていることを確認しな

ければならない。

2　検定方法

第1報の汚泥，廃酸，廃アルカリの排出事業所の実

態詞査結果から有害物質を含む汚泥，廃酸，廃アルカ

蓑1特別管理産業廃棄物の種類

種　　　 類
施　　　 設　　　　　　　 基　　　　 準

廃　　　 油
揮発油恵・灯油頬・軽油煮で引火励 ｛7和 束蕗の液状炭化博

魔　　　 葡
p H 如 く2．0以下の液状物

廉アルカリ
p H 息椚 2．5以上の症状物

特

田

感染盤産業廃棄物 ・病 院

・飼育動物の診療施設

・診療所

・衛生検査所

感染性摩糞物 （感染性病魔体が含まれ 若L くは肯凱 てい

る右それのある廣葉物をいう）である再針 廉か 廃酸・磨

アルカリ・廃プラスチソク計 ゴムくず・金副 ず・ガラス

くず等又はこれらを処分するために塾凱 たもの （事業活動

・老人保険施設

・感染性病原体取扱施設
（助産所及び医学・歯単 票

学・獣医学に壊る包・地方公

共用体試襲研究捜酔 大学

誌壌研究親斯学術研究所）

によって生じたものに限る。）

管

廉

棄

物

特

定

有

空
⊂コ

産

廉P C B 等　　　　　　　 磨P C B 及びP C B を含む廃油

P C B汚染物
p c 鋤く塗毒された舐くず又結P C Bが付着若しく蛙封入さ

れた廉プラスチリク類・金属げ

魔 石 綿 等 石 綿 建材 除 去 草 葉 ○吹書付け石綿

○建築材料であって石綿を含む次のもの

・石綿保温材

・けいそう土保温材

りバーライト保温材
牒 触・気流・振動等により石綿が飛散するおそれのある

保温材

○石綿建材除去事集用具類

特定粉じん 発生 施設
○特定雛 ん発生施設で煮じん施設で集められたもの

○特定閻じん発生施設使用用具類

乾　さ　い　＊
山一H g．T 一日gt C dt P b ・C rl◆・A sのげ れか

の項目が判定基準値を超えるもの

覿 がら又は 産業廃棄物焼 却施牒 C r・・・A s のげ れかの項帥 判定基準値を配 るもの

廣プラスチヮ
c d， P b ，C rl・のげ れかの項目が判定基準値を超える

もの

一H g ．C d ．P bt C r．＋・A s のげ れか
ばいじ人パ　 大防疫別表第 1 の一部

の項酌 嘲走去畢値を遭えるもの

廃　 油　 ＊ 水商法令別表等1 の一部 トリクロロエチレン等の廃油

汚泥・廉敢・

廃アルカリ孝

水現法令別表第lの一苛他
1l－E g ，T －H g ．C d・ P b・有那 ん化合軌 C r 事◆，

A s，ノアン化合軌 P C B －トリクロロエチレノ等有害項
目のうちいずれかの項酌判定基準値を遭えるもの

痩．礫の項目はそあ廃棄物を処分するために処理したものを含む
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リを排出する業種としては電気メッキ業，電気機械器

具製造業，精密機械器具製造業，輸送用機械器具製造

業などが多く，これらの業種で有害物質の使用される

製造工程は，電気メッキ工程，金属の表面処理工程，

半導体等のエッチング及び洗浄工程，貴金属原料の溶

解工程などであった。

そこで，試料の採取はこれらの業種の製造施設から

排出される廃酸，廃アルカリと水処理汚泥，処理水に

ついて行った。採取した廃棄物等を種類別に衰2に示

した。

廃酸・廃アルカリの種類としては，主にメッキ浴液，

アルカリ脱脂液あるいはこれらが付着した製品・部品

等を洗浄した洗浄廃液，及び金属等の酸洗浄廃液など

を採取した。

採取場所は，事業所内で水処理している場合は廃酸

・廃アルカリの排出される製造工程の出口から水処理

施設の入口までの問とし，委託処理されていた廃酸・

廃アルカリについては保管してあったものを採取した。

処理水は廃酸・廃アルカリを中和，凝集沈殿等によ

り水処理Lたものを凝集沈殿から放流までの問で採取

Lた。また，汚泥は水処理汚泥を脱水した後のものを

採取Lた。

分析項目はHg，C d，Pb，C r，As，Ni，

蓑2　試　料　の　種　類
廃彗物 の分類 美　　　　　 護 莞　 生　 L　 た　 エ　 毘 ま式　 村　 数

腐　　　　　　　 酸 電　 気　 メ　 ノ　 手　 業 メ ノ手前後 の廃伸 5

毒 気 横 械 霊 異 撃 コ老 妻 メ ノ手前後 の療浄

ユ ノチ ング
金属の酸 （先浄
粗景 金属 の癌解

2
2

口

2

ロ

輸 送 用 練械 器 具製 虚 業 メ ノ手前後 の洗浄 3

そ　　　　 の　　　　 他 メ ′ヰ前後 の洗浄
金属 の融点 浄

2
4

ロ

廃　 酸　 合　 計 Z l

廃　 ア　 ル　 カ　 リ 電　 気　 メ　 フ　 キ　 菓 メ ノキ鳳 凰　 アル カ Jノ脱脂 ・洗浄 ロ

電 気 機 械 器 具 製 虐 異 ドライブ イルム惑解 ロ

輸 送 用横 紙 器具 製 連 票 アルカ リ脱脂 ・洗浄 ロ

その 他 （葬鏡 ．拝密等 ） アルカ ワ脱脂 ・洗浄 ロ

廉 ア Jレカ リ会計 7

再　　　　　　　 庭 電　 気　 メ　 ノ　 キ　 菓 メ ノキ廃水 の水処理 6

電 気 綾 械 器 具 製 遺 業 メッキ廃水等密 会廃水 処理 9

輸 送用 機 械 器具 製 遺 業 メ ′キ硬水等総 合廃水 処理 6

モの 他 （非鉄． 精密等 ） メ ノキ廃水等総 会廃水 処理 6

汚　 泥　 台　 汁 27

処　　 理　　 水 電　 気　 メ　 ノ　 キ　 兼 メ ノキ廃水の水 処理 6

電 気 機 械 器 具 製 造 業 メッキ原水等冶 金廃水処 理 ロ

輸 送用 凛 械器 具 製造 業 メ ノキ原水等総 合廃水処 理 ■

その他 （非鉄， 摺密等） メ ノヰ摩水等総 合廃水処 理 3

処 理 水 合 計 18

総　　 合　　 吉十 71

試料 採取位 置

≡≡三表芸工芸閥命く芸 琶 芸≡芸芸　垂　 直亙
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Cu，Znまたはこれら物質の化合物，シアン化合物，

C r6十化合物，トリクロロエチレン，テトラクロロエ

チレン，1，1，トトリタロロエタン，ジクロロメタン，

1，トジクロロエチレン，1，2－ジクロロエタン，四塩

化炭素，Cis－1，2－ジクロロエチレン，1，1，2叫トリクロ

ロエタン等の廃掃法に定める有害物質と，pHについ

て分析した。

検定方法としては，原則として廃酸，廃アルカリ，

処理水等の液体試料については採取した試料をそのま

ま検液とし，汚泥については環境庁告示第13号の溶出

試験方法により調製した検液について分析を行った。

検液の検定方法と汚泥試料の検液の作成方法を表3に

示した。ただし，C r6＋化合物，TOCの分析は0．45

〟mメンプレンフィルターでろ過したろ液について分

析し，揮発性物質の分析には，GC－ECDの後に

『IDを直列に接続した装置を使用した。

その他の試薬，装置等は全て環境庁告示第13号及び

JIS X－0102に準じた。

3　産業廃棄物の検定結果

第Ⅰ報で述べたように，有害物質を含む汚泥，廃酸，

廃アルカリを排出する業種とLて電気メッキ業，電気

機械器具製造業，輸送用機械器具製造業などが多かっ

蓑3　検液の作成方法及び検定方法

l． 汚点 の損痕 の作成方癌

青書金属 等 p ‡ほ．a～ 6，3．盛 会比 （再寵　 水 ＝1 10）．癌台疲 580適以上

環塊庁 告示第 13号 （埋立処 分） Z8℃． i at軋　垢 とう幅 4 ～ 5 血， 拓と う時間 6 時 間

捧真性 物質 p t†5．8～ 6 3，混 合比 （汚亮　 水 ＝1．10）．混合 液 580J 以上

環境庁 告示第 13号 （埋立処 分） 加℃， l at軋　汝拝時 間 4 時 間

2 ．検癌 の検定万座

項　　　　　　 目 換　 定　 方　 岳 分　　　　 折　　　　 方　　　　 痙

特

別

菅

撃

産

某

廃

水 銀 又 は そ の 化 合 物 環壌 庁告示第59 号付表 3 還 元気化原子 吸光岳

カ ドミウ ム又はその化合 物 J IS 荒Ol（）2　55 ．3 フレーム原子 吸光療 （耶 一群柑罠抽出）

勧 又　 は　 そ　の 化 合 物 JIS 監0182　 55 ．3 フレーム原子 吸光点 （DDⅧ －‡IB‡抽出）

六 価 ク　 ロ　ム　 化　合 物 J IS X 810Z　65 ．乙Ⅰ ノフ ェニ ルカルバ ジ ド吸 光光定法

ひ 煮 又 は そ の 化 合 物 乃S 監0182　6 1．1 フェチル ノチオカルバ ミン酸銀吸光光度癌

ノ　 ア　 ン　 化　 合　 物 J tS 【肌02　38　L 2．38 2 環留 － ビlノジ ンー ビラゾロ ノ吸光光度癌

ト リ　ク　ロ　ロ エ チ　レ　ン 1　 ヘ ッドス l ．へ 7 ドスJ＜－ス G C － E C D －F 工D

CC

棄 テ トラ ク　ロ ロエ チ レ ン
ヘ　 ス

GC →E〔カーFID

　　 Sl■aヱu GC －15人

COlu帥　 Y帆 0．75■■¢ ×6血 gl且∬ q pl l18汀

物 四　 境　 化　 炭　 素 2 ． ヘキサ ン

Te才pera ture　 Cウ1． 5Q℃（5tln）一 8 ℃／阻n→ 【50℃ （81 1n）

IaJ．2QQ ℃

判 1， 1．ト トリタ ロロエ タ ン
抽　　 出 lk t．25 8℃

CC －E00 包rrle r 四5　 托e　 12J ／■11l

定 Ⅰ． l，2－トリクロ ロエ タ ン

】b keup g8S　　 打－　40J 一旬1n

InleCtO r　 ．d ⊥reCt lllJeCtlOn

基 ソ　 ク　 ロ　 ロ　 メ　 タ　 ン 1． ヘ ッドス
馳tecto r　　　 EC D　cllrrm t l爪ん払 nge lO

ETI） R釘Ig e lt机 ヰ6】J ／■1几．alr 468J ／R ln

草 l， 2 一プ ク　ロ ロ エ タ　ン

′く　－　 ス ぬ叩 1e sIZe　 昆S ガ ス5 0Q〝1

GC －ECカーFID 2 ．ヘ キサ ン抽 出G C －E C D （l． と異なる条件のみ ）

項 土． ト ジ ク ロ ロエ チ レ ン

COll11n　　　　 Vm L O．531■¢ X lO5■ f血 s11 11Ca Ca p1118 叩

TelPera ture ・CO l．60℃ （5JIZl）－す6 ℃ ／Ⅱ1n → 150℃ （18J ln）

目 ノスー1．2－ ノクロロエ テレ ノ

Carrler gaS　 He　 lJ ／hln

弘叩1e 5 1∠e ・2／1 1

癌

洋判

役立

人基

処準

分項

冒

飼 又 は そ の 化 合 物 JIS i O182　5乙 2 フレー ム原子 吸光盛

亜 劉 又 は そ の 化 合物 JIS 【0102　53．2 フレーム原 子吸光岳

ク ロム 又 はそ の化 合物 ∫IS K Ol（）2　65．1．2 フ レーム原子 吸光法

ニ ッケル 又はそのイヒ合勧 JIS 【q 102　59．2 フ レーム煮干噴 光点



たので，これらの業種別に有害物質等検定結果の比較

を行った。

3・1腐食性をもつ廃酸・廃アルカリ

腐食性をもつ廃酸・廃アルカリの判定方法として，

pH値を測定することが定められた。pH値の基準超

過率を表4に，業種別の検定値の分布を図1に示したo

pH2以下の特別管理産業廃棄物に該当する廃酸が

20試料中9試料あり，そのうち5試料が電気機械器具

製造業の廃酸であった。電気メッキ業，輸送用機械器

具製造業の廃酸ではp＝2以下の廃酸はなかった。

他方，pH値12・5以上の特別管理産業廃棄物に該当す

表4　汚泥，廃酸，廃アルカリの分析結果

項　　　　　　 目

再　　　　　　　 度 廃 敏 ・廃 ア ル カ リ

判 定 基 ‡軍 使　 基 準 超 過 率 判 定 基 ！筆 値 基 一筆 超 過 率

（mg ／ ゼ）
冨 P 妻垂；I ■三ら貞 （喝 ／ ゼ） ＊

莞‘岳≠；王’轟貞

特

別

菅

ま翌

産

業

溌

棄

物

判

定

基

準

項

日

水 ＃ 又 は そ の 化 合 物 0．80 5 1／27 0．0 5 l／27

カ ドミ ウ ム 又 は そ の 化 合 物 0　3 1ノ27 ■ 2／2 7

鋤 又 は　 そ の 化 合 物 0 ．3 0 ／2 7 ロ 5 ／2 7

六 価 ク　 ロ　 ム 化 合 物 1．5 0／27 5 4／27

ひ 素 又 は そ の 化 合 物 0＿3 0／27 ロ 0／27

ン　 ア　 ン　 化　 合　 物 1　　　　　　 0 ／2 7
ロ 1／2 7

ト リ ク　 ロ　 ロ エ チ　 レ　 ン 0 ．3　　　　　　 0／2 7 3 8 ／2壬主

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン O 1　　　　　 0／27 ロ 0／2＄

プ　 タ　 ロ　 ロ　 メ　 タ　 ン 0．2　　　　　　 0 ／27 2 1 ／2 8

四　 塩　 化　 炭　 稟 0　0 2 0 ／2 7 8．2 l／2 壬‡

1 ． 2 1 ノ タ ロ ロ エ タ　 ン 8 ．0 4 0／2T Q．4 2／28

l ． l 【ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 8．2 0／27 2 0／2 日

ブスー1，2 一 ノタ ロ ロエ チ レ ン 軋 4

3

0 ／27 4 0 ／2 8

0 ／2 了 3 8 0 ／2 8
1， 1． ト トリ グ ロ ロ エ タ ン

l． L　 2－ ト リク ロ ロ エ タ ン 0 ．0 6 0／27 0．6 2／28

p H 2 那現すi2．5 庄上 18／27

f毎

‡羊判
設 定

入 基
処 準
分 】頁

自

銅 又 は そ の 化 合 物　　　　　　 3 1／2 7 15 17 ／2 7

亜 鉛 又 は そ の 化 合 物 5 l／Z7 9 8 3／27

ク 。 ム 又 は モ の 化 合 物 i 2　 ！ 1′2了 l 2 0 7／27

ニ ノケ ル 又 は そ 蒜 「 l－2 l 3／27 l 12 8 ／2 7

庄　半ただし，PHは畢i立なし

電気メッキ業

電気践絨器具製造業

鞄送用機械患異型造

その他

■■主■虜

責髪
＼

o 1 2　 3　 ▲　 5　 6　 7　 8　 9　 用 11 1 2 1 3 1 1 1

図1廃酸・廃アルカリのpH値（業種別）
＃劣：廃酸・廃アルカリの特別管理産業

廃棄物判定基準値を示す

る廃アルカリは7試料中1試料であり，電気メッキ薫

から発生していた。

3・2　特定有害産業廃棄物（汚鼠廃執廃ア

ルカリ）

廃酸・廃アルカリの検定値の基準超過率を表4に示

した。特定有害産業廃棄物の規制物質のうちT－Hg，

cd，Pb，Cr6十，シアン化合軌　ジクロロメタン，

1，2一ジクロロエタン，1，1，2一トリクロロエタンなどで

基準を超過した試料があり，Pb，Cr6＋などで基準

超過率が高かった。

これらの有害物質のうち，比較的多く検出された物

質について検定値の分布を図2に示した0

電気メッキ莫
Cd 電気機械器具製造業

輸送用機械器具製造業
その他

。　　 彪

∧。 彬

電気メッキ業
Pb 電湘 異製造業
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図2慧：霊孟ノ㌣孟呈≡冨雷雲芸荒誌産業
廃棄物判定基準値を示す

業種別にこれら有害物質の検出状況をみると，電気

機械器具製造業から発生した廃酸一廃アルカリからは

cd，Pbが検出されており，Cdを基準値の100倍以

上含む試料があった0電気メッキ業から発生した廃酸

・廃アルカリからはCd，Pb，Cr6＋，シアン化合

物が検出され，Pb，Cr6＋，シアン化合物をそれぞ

れ基準値の10倍以上含む試料があった0輸送用磯城器

具製造業から発生した廃酸・廃アルカリからはPb，

cr6・が検出され，Pb，Cr6＋が基準値を超過して

いる試料があった。これらの有害物質のうち，Pbは

すべての業種から検出され，検出数も非常に多かった0

しかし，電気積械器具製造業から発生した廃酸・廃ア

ルカリでは検出率は高いがいずれも低濃度であり，基

準値を超えている試料はなかった0他方，他の業種で

は検出率は電気機械器具製造業より低いが基準値の約

3～30倍の濃度の試料があった。

このように，廃酸・廃アルカリに含まれる有害物質

は業種ごとに特徴があった。
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また，特定有害産業廃棄物の境制物質以外にT－C r，

Ni，Cu，Znなどが海洋投入処分の判定基準物質

として指定されている。表4に示したように，これら

の物質はいずれも海洋投入処分の判定基準値を超える

試料が多かった。業種別の検定値の分布を図3に示し

た。

電 気 メ ッ キ 業

N i 電 気 新 患 具 製 造 業

輸 送 用 勘 繰 異 製 造 業

そ の 他
0

電 気 メ ッ キ 業

代 r 電 気 舶 器 具 製 造 業

輪 送 用 沸 紙 器 具 製 造 業

＿ ＿ ＿土 空 塵 」 ＿＿＿
a －　　　　 ∧

電 気 メ ッ 千 業
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そ の 他
○
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輸送用舶器具製造業
その他
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図3　廃酸・廃アルカリ中の有害物質－2
劣劣：廃酸・廃アルカリの海洋投入処分

判定基準値を示す

業種別にこれら有害物質の検出状況をみると，電気

機械器具製造業から発生Lた廃車・廃アルカリから

Cu，T→Cr，Ni，Zn，電気メッキ業から発生L

腰・新調り　処理水　　汚蒐

紘

一£　　　　　堪

顔・産ア加目　処理水　汚蒐

た廃酸・廃アルカリからはCu，輸送用機械器具製造

業から発生した廃酸・廃アルカリからはT－C rがそれ

ぞれ半数以上の試料から検出された。

これらの物質のうちCu，T－C r，Niでは大幅に

基準値を超える試料があり，Cu，Niで海洋投入処

分判定基準値の1000倍，T－C rで10倍以上に達するも

のもあった。

また，表4に示したように，水処理汚泥については

有害物質の基準超過率は低かった。

4　廃酸，廃アルカリの処理実態

第1報の調査結果から，有害物質を含む廃酸，廃ア

ルカリは，そのはとんどが事業所内処理により無害化

され，放流されていた。そこで，処理前後の水質変化

を把握するため，廃酸，廃アルカリとその処理水，処

理汚泥についての分析結果をまとめた。ただし，廃酸

。廃アルカリしか採取できなかった場合や処理水しか

採取できなかった試料については削除した。

4・1有害項目

図4に有害金属等の濃度分布の流れを図示した。

シアン化合軌　Cd，T¶Hg，Pbで処理が不完

全な例がみられた。

皿唱パ

1ロロ

18

1

8．1

0．01

0．801

壇・患7舶可　処理水　　汚寵

十
超・蓋ア舶り　処理水　　汚蒐

紐・鼻ア掃り　処理水　　汚泥

図4　廃酸・廃アルカリの処理状況（有害物質－1）

‥廃酸・廃アルカリについては特別管理産業廃棄物判定基準値，

処理水については排水基準値，汚泥については埋立処分判定基準値を示す。
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図5　廃酸・廃アルカリの処理状況（有害物質－2）
‥廃酸・廃アルカリについては特別管理産業廃棄物判定基準値，

処理水については排水基準値，汚密引こついては埋立処分判定基準値を示す。
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シアン化合物は水処理によってもほとんど減少しな

い例がみられた。また，廃酸t廃アルカリ中から検出

されずに，処理水・汚泥から検出された例があった。

これは，他の工程からの廃水に含まれることが考えら

れる。

Cdを非常に高濃度に含む廃酸があり，水処理によ

って処理水中では濃度が低下しているが，排水基準値

を超えており，処理方法あるいほ処理施設の性能の見

直しが必要と考えられる。この施設では水処理汚泥か

らもCdが溶出しているが，この汚泥は再資源化され

ていた。また，低濃度のCdを含む廃水は良好に処理

されていた。

T－Hgは検出数は少なかったが，汚泥の最終処分基

準値および処理水の排水基準値を超える試料があり，

水処理で処理されずに処理水からも検出され，汚泥か

らも溶出する例があった。また，Hgを材料や添加剤

等として使用していない施設の廃水等からもHgが検

出されているため，原因の解明が必要である。

Pbは非常に多くの試料から検出され，廃酸・廃ア

ルカリの海洋投入基準値を大幅に超える試料があった

が，水処理によりPb濃度が減少していた。しかL，

排水基準値未満になっていない例もみられた。汚泥か

らも溶出Lた試料が多かったが，埋立処分判定基準値

未茜であった。

C r6十は廃酸響廃アルカリの海洋投入基準値巷超え

る高濃度の試料があったが，処理水および汚泥は基準

値以下であった。また，廃酸・廃アルカリからは検出

されないにもかかわらず，処理水および汚泥から検出

される例があるが，この例では工場内の全ての廃水を

処理しているため，他の工程からの混入が考えられる。

図5に揮発性物質の濃度推移を示した。

ジクロロメタンと1，1，2一トリタロロエタンで廃酸t廃

アルカリの海洋投入処分判定基準値を超えた試料があ

った。1，1，2一トリクロロエタンについては，廃酸・廃

アルカリからは検出されずに処理水からのみ検出され

た例があり，他の工程からの廃水に含まれることが考

えられる。トリクロロエチレン等の他の揮発性物質に

ついても濃度は低いが同様の傾向がみられた。これら

の物質は揮発性が高いため，ガス状で移動して周辺の

水質を汚染する場合がある。また，これらの物質は通

常の水処理では除去できずに処理水中に残留する場合

が多いため，廃水への混入には十分注意が必要である。
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図6にpH値および海洋投入処分の規制物質の濃度

推移を示した。

廃酸・廃アルカリのpH値は1以下から12．5以上ま

で非常に広範囲に渡っていたが，中和処理によりおよ

そ5～8程度に中和されていた。しかし，処理汚泥で

はアルカリ性を示すものが多かった。

Cu，Zn，Ni，T－C rともに基準値を超える廃

酸・廃アルカリの試料があり，水処理汚泥からも溶出

していた。特にNiで基準値を超えている試料が多い

ため，これらの汚泥を海洋投入処分する場合には処理

の見直しが必要である。また，Cu，Zn，および

T－C rについては生活環境項目として排水基準が設定

されているが，処理水の検定値をみるとC uおよび

T－C rでこの基準値を超える場合がみられた。Niに

ついては要監視項目として指針値0．01mg／ゼが設定

されているが，ほとんどの処理水でこの基準値を超過

していた。

5　おわ　り　に

特定有害産業廃棄物のうち，廃酸，廃アルカリ，汚

泥および処理水について排出事業所から試料を採取し

分析Lたところ，廃酸・廃アルカリはNi，T－C r，

Cu，Znを高濃度で含む場合が多く，C d，Pb，

C r8＋，シアン化合物などの濃度も高い場合があるた

め，海洋投入処分するにはこれらの物質の除去が必要

であることがわかった。腐食性については，特に電気

機械器具製造業から発生する廃酸でpH値が低く，特

別管理産業廃棄物になる場合が多いので取扱いに留意

する必要があることが判明した。また，汚泥からは有

害物質ははとんど検出されなかった。

また，製造工程から排出される大部分の廃酸・廃ア

ルカリは事業所内で無害化処理（水処理）されていた

ので，その処理工程も含めて検討したところ，有害物

質のうちTqHg，C d，シアン化合物，Pb，ジクロ

ロメタン等が完全に除去されずに排水される例があっ

た。また、処理原水である廃酸・廃アルカリからはこ

れら有害物質が検出されずに処理水や水処理汚泥から

検出される例が多くみられ，他の製造工程からの混入

などの要因が考えられた。特にジクロロメタン等の揮

発性物質でこの傾向が強く，ガス状での移動が懸念さ

れた。


